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勝管内乳頭粘液性腫蕩(IPMN）は軽度異型から浸潤癌まで幅広い病理像を呈する醇癌

前駆病変の一種であるが、悪性度とは別に、形態学的に 4つの組織亜型（胃型、腸型、胆

醇型、好酸性頼粒細胞型）に分類される。このうち腸型は他の型（非腸型）に比べ、より

高度異型を呈する一方で切除後の予後は良好であるという臨床病理学的特徴を有する。

従って、術前に正確に腸型 IPMNを予測することで、適切な治療方針を決定できると考

えられる。microRNA-196a(miR・196a）は腸上皮化生を特徴とするパレット食道や大腸癌組

織での高発現が報告されており、腸型形質と miR-196a高発現の関係は IPMNにおいても

当てはまる可能性がある。本研究では IPMN切除組織（34例）および梓液サンプル（36例）

を用い、 miR-196a発現レベルの違いにより腸型 IPMNと非腸型 IPMNを鑑別できるかを

検討した。定量的逆転写ポリメラーゼ連鎖反応法により、腸型 IPMNおよび非腸型 IPMN

切除組織中の miR-196a発現量を解析したところ、有意に腸型 IPMN組織において

miR-196aが高発現していた（pく0.001）。また醇液サンフル中の miR・196aを測定したとこ

ろ、同様に腸型 IPMNの膳液サンプル中の miR・196aは非腸型 IPMNの勝液サンプルに比

べ有意に高く（p=0.008）、勝液中の miR-196a解析による腸型 IPMNの診断予測感度、特異

度は共に 83%であった。以上より、 miR-196a高発現と腸型 IPMNは関連しており、術前

に醇液中の miR-196aを解析することで、腸型 IPMNの診断予測ができる可能性が示唆さ

れた。


